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水澤だよb
　三太亭洋學術曾議な見物に出かけナニ際
山本先生にお目にか、つて，水潭のニミ
准毎月天界に書けピいふ仰々承つナニ・輕
いt・■yプでもいSt事務上の事でもい
S，内容に棚限itしないから兎も角書い
て見ろ電いふお話であっナこ，例へば所長
の木村博士tt．近來新聞雑誌の上でに，
日露戦争々も知らすに緯度の観測なしナ：
ミいふニピに相場がミ・まってしまつ’t二．
が，ほんミの話に，戟Buaの提灯行列
に，先頭に立って歩かれt：のだtいふ
檬な，羅のない素破抜もよからうt：先生
tttiっしPつ1「二．　それしからヌ3親測所tt
空氣がいsぜいか，子供がひつ春りなし
に生まれる，川崎技師にに既に三人・山
崎技師にはやがて三人，ミいつナニ風の，
私事に渡る事も書い7二ってい、ぢやない
かミおっしゃるのである．書いてい、か
悪いかに知らないが，こんな自慢にもな
らぬ話ばなるべく内密にしておきナニいも
のだ．然し．外ならn先生の仰．何はピ
もあれお受けぜすんばなるまいピ思ひ・
それ・ぢ’や書：きまぜう1こ申上げた・
　つらつら考へてるるのに，東京からに
天文月報．京都からに天界．琳戸からに
海S空．ミ，天子に縁のある所からtt，
みんなそれぞれ自分自身の維誌な出して
みる・なあに　7k澤だつてそれ等に負け
てみるものか，もつtい、ものな褒行ず
る，さうすれば天界も天交月報も大国財
heきt二すにちがひない．ミ思ふのである・
が，7：S’さう思ってゐあばかりであって，
今1二至るまで何も雑SUIt出してみない・
のみならす，將來出さうピいふ檬な陰謀
さへ，私逮毛頭も企て、は屈ない，天下
は至極太平である．けれこもまi二．更：に
ひるがへって考へるS，7kisの天地必？
しも事な告わけでにない，一九二六年の
ナニS’一ケ年の間にだって，新しい天頂儀
も來ナニし，り一フラーの上等も届い7二・
親測言為もう一つ建てるの1二に三分苦三
々し六のである．これ等のニミ，だまっ
てみるのは，燈4，　tもして斗の下に置く
檬なもので，何S7Sく惜しい氣がするミ
同agl：，山本先生御註文の，『：水澤だよリ」
にに丁度あてitまった材料だ“しも思はれ
る．そ二で，さういふ様な都柄な，來月
號からちびりちびりε書きつs’けて見や
うピおもふのである．
　以上に『水澤だより』の害き初めに，：先
づその由って來る所な明かt：しナこのであ
る・　一十二児二十二日，か生一
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